
『北海道の臨床教育学』投稿要領 
（2017 年 12 月 10 日改正改定） 

1．『北海道の臨床教育学』投稿規程４に基づき、投稿する論文等の種別と原稿量は、次の通りと

する。著者は、種別を明記して投稿すること。 

「研究論文」 20,000 字以内、英語要約 500 語以内を別に付す 

「実践研究論文」「事例研究論文」 

20,000 字以内 

「実践報告」「事例報告」「調査報告」 

16,000 字以内 

 

2．原稿は、A4 版縦置き横書き、1 ページを全角 21 字×41 行×2段とし、「投稿要領」に記載され

た分量を厳守のこと。欧文綴りや数値は半角とする。本文の他、図、表、注、引用文献なども制限

枚数の中に含むものとする。 

 

3．『北海道の臨床教育学』投稿規程 5 に基づき、次のように執筆要領を定める。 

①文字数計算にあたっては、本文の他、タイトル、注記、表、図版等の該当スペースを含むものと

する。 

②投稿論文等には、200～250 字の日本語要約および 5 語以内のキーワードを付す。 

③加えて、「研究論文」の場合には、掲載可とされた段階で、500 語以内の英語要約とキーワード

の英訳を付す（校閲の関係上、二行おきに書くこと）。さらに日本語訳１部を添付すること。 

④審査の公正を期するため、以下のことに留意する。 

・原稿には、氏名、所属等を記入しない。 

・論文中（注釈を含む）に、「拙稿」、「拙著」などを含め、投稿者名が判明するような記述を行わな



い。 

・別紙（1 枚）に論文タイトル、氏名、所属・職名（以上、日本語及び英語表記で）、連絡先（住所・電

話・メールアドレス）を記入する。 

⑤原稿にはページ番号を付す。 

⑥文字数（図表を含めない）を末尾に必ず記載すること。 

⑦原稿は、紙媒体によるクリップ留めのもの 6 部（複写でよい）と、電子媒体によるもの（メール添

付）を編集委員会が指示する先に提出すること。いったん提出した原稿の差し替えは原則として認

めない。また、原稿は返却しない。 

⑧校正にあたり、初校は著者が、2 校以後は、著者校正に基づいて編集委員会が行う。なお、校

正の際の加筆は認めない。 

 

4．注は、該当箇所の右肩に、1）2）3）と表示し、論文の末尾に一括して掲げる。 

 

5．注・引用文献の書誌記述の形式は自由だが、出典、参考資料、典拠箇所のページ数、資料番

号などを明示し、一貫性を保つようにすること。ウェブサイトから引用する際には、作成者、URL、

参照年月日を明記すること。以下は例示である。 

 鈴木一郎『臨床教育学の未来』明石書店、2010、pp.101-103。 

 佐藤太郎「臨床教育学と小学校教師」田中花子編『臨床教育学講座２ 臨床教育学と教師』木村

出版、2011。 

 O.ミューレイ『新興国の臨床教育学』（山田一子訳）福永書房、2012 

 北海道教育委員会ウェブサイト、http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/、2012.1.1 

 

6．公平な審査を期するため、謝辞などを付記しないこととする。但し事情によって審査後に書き加

えることを認める場合がある。 



 

7．英文要旨については、編集委員会の責任で校閲を行う。 

 

8．編集の都合上、編集委員会から修正を要望することがある。 

 

9．本規程で定めるところ以外については編集委員会の指示に従うこと。 

 

10．本規程の改定については、編集委員会の過半数をもって議決する。 

 


